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※すべての発言内容は町立図書館に置いてある会議録でご覧いただけます。またインターネットでも順次公開する予定です。
（会議録に関するお問合せ：議会事務局048-581-9995）
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どうする、公共施
設の老朽化対策！

「総合管理計画」
を策定し、適正
化を図ります

観光の現状把握と
今後の位置づけは

どうあるべきか
見直し、委員会
で検討します

Yasuhiro Yoshizawa

Katsuaki Minegishi T a k a s h i  K a n d a

寄居町のさまざまな課題等について、議員が町に
考えを聞くのが一般質問。議員は政策提言も含め
て質問することができ、内容は自由です。ここでは、
全質問項目（下表）と質問した議員ごとに１項目
を要約版でお知らせします。

今回は９名の議員が質問しました

町
の
姿
勢
・
行
政
運
営

花輪町政1年目の総括 神 田

町長就任１年を迎えての取り組み 𠮷 澤

災害時の備えと花園消防署寄居分署 𠮷 澤 P.17

町職員の意欲・能力の向上 峯　岸

マイナンバー制度 田母神 P.18

投票率アップの取り組み 田母神

若者をはじめとする有権者の投票率向
上の取り組み 鈴 木

ま
ち
づ
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り
・
く
ら
し
・
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療

公共施設等総合管理計画 峯　岸 P.17

地方創生・定住化促進 佐 藤

ロタワクチン接種の公費助成 佐 藤 P.18

町内の道路整備 大 澤 P.19

寄居駅南口地区活性化 石 井 P.20

寄居町環境事業所の施設の現状と今後
の方針 中 嶋 P.20

県道広木折原線の拡幅、整備等 中 嶋

教 

育

中学生海外交流事業 𠮷 澤

学校へのエアコン設置 峯　岸

教育問題 大 澤
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寄居町の観光 神 田 P.16

観光クリエイション 田母神

町のシティプロモーション 鈴 木 P.19

寄居町の今とこれから
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公共施設の老朽化対策として、町では長
期的な視点で更新・統廃合・長寿命化を

進めるため、本年より2年間で「公共施設等
総合管理計画」を策定するとしています。本
計画の内容について伺います。
近い将来、過去に建設された公共施設が
大量に更新時期を迎え、大規模修繕や建

て替えが必要となります。一方で、高齢化の
進展や生産年齢人口の減少により町税の増加
は期待できず、管理に要する財源を確保でき
るかは不透明です。そこで、財政負担の軽減・
平準化・そして全体の適正化を図るよう策定
します。

対象施設や維持管理費は
対象となる公共施設の範囲、老朽化の状
況、維持管理費について伺います。

ハコモノだけでなく、道路、上下水道等のインフ
ラ資産も含みます。ハコモノだけでも公営住宅等、

昭和40年代に建てられたものが29件、昭和50年
代が40件、昭和60年代が40件等、合計で190件
あります。維持管理費は平成26年度でおよそ4億
5000万円です。この5年間で40％程度増加しており、
今後もさらに増加していくことが見込まれます。これ
に更新が加わると、財政的には非常に厳しいものとな
ります。
更新、統廃合を進めるには、それを補う公共交通
ネットワークが重要ですが、見解を伺います。
現利用者に不便を来すことがないように、公共交
通ネットワークの改善も検討を進めていきます。

橋
きょうりょう
梁の損壊等による通行不能に対応で

きるよう、荒川右岸（折原・鉢形・男
衾地区）に、消防署（分署）の設置を考え
ないのか伺います。
現時点では、荒川右岸に新たに分署を
設置する計画はありません。
荒川右岸には、寄居町全人口の半数以上
の町民が生活をしています。災害時に

荒川にかかっている橋が損壊したり、車両
の事故によって緊急車両が今ある荒川左岸
の分署から、右岸で起きた災害現場に行け
なくなることを想定したときに、右岸に必
要となるのではないですか。
消防署の既存配備における効率的な運
用や、近隣消防本部への応援要請によ

り対応していきます。

他地区から応援がないときは
橋も通行不能になるほどの大災害時に、
他地区からの応援は期待できません。町民の生命

財産は平等に担保するべきではないでしょうか。
同時多発的な大規模な災害で公の機関の助けを得
られないときには、自助・共助・公助の順となり

地域住民でお互いに助け合いが必要と考えています。
町では、自主防災組織への防災倉庫の整備など地域の
防災力を高め、安全・安心の向上を図っていく考えで
す。

寄居町観光協会と寄居観光クリエイショ
ンに対する町からの補助金額を伺いま

す。
平成26年度、寄居町観光協会の駅前観
光案内所運営補助金として60万円、寄

居観光クリエイションへの補助額は1556
万3748円です。
寄居観光クリエイションの役割と今後に
ついて伺います。
情報発信を中心に観光事業を補完する
役割を果たしていますが、寄居町の現

状においては集客による経済効果が見えな
いことから、費用対効果を考えると補助金
について検討が必要と考えます。

観光事業の運営組織再編は
寄居町における観光の今後について伺い
ます。
町の観光についてどうあるべきか見直しが必要な
時期と判断したことから、観光に関する有識者を

含めた検討委員会を立ち上げ、検討していただきます。
寄居町観光協会と寄居観光クリエイションの役割
について、町民の理解が得られていないと考えま

す。観光に特化した課の設置や、町長を代表者とする
観光全般に関する運営組織を再編することについて伺
います。
観光に特化した課の設置や運営組織の再編は、観
光事業のあり方についての検討結果を踏まえて、

必要に応じて検討します。　　




